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研究成果の概要（和文）：細胞傷害性リンパ球の浸潤が乏しい腫瘍は予後が悪い。本研究では、リンパ球の腫瘍
内浸潤を誘導するケモカイン受容体のmRNAを構築し、これを標的のリンパ球に特異的に導入できる高分子ミセル
を開発した。そして、この高分子ミセルを用いて腫瘍浸潤性の細胞傷害性リンパ球を生体内で作成する効果的・
安全・経済的ながん免疫療法の実現を目指した。開発したmRNA内包高分子ミセルは、初代培養リンパ球に対して
ケモカイン受容体の発現を誘導し、がん細胞に対する遊走活性を増大させた。また、乳がんのモデルマウスに対
する皮下投与により、生体内でケモカイン受容体を発現するリンパ球の作成に成功し、腫瘍への効果的な遊走が
確認された。

研究成果の概要（英文）：Solid tumors with poor infiltration of cytotoxic lymphocytes have a poor 
prognosis. This study aimed to develop an effective, safe, and economical cancer immunotherapy by 
constructing mRNA encoding chemokine receptors that induce lymphocyte infiltration into tumors and 
delivering this mRNA specifically to target lymphocytes using polymeric micelles. The developed 
mRNA-encapsulated polymeric micelles successfully induced the expression of the chemokine receptors 
in primary lymphocytes, enhancing their migratory activity toward cancer cells. Additionally, 
subcutaneous administration of these micelles in breast cancer models successfully generated 
lymphocytes expressing the chemokine receptors in vivo, resulting in their effective tumor 
infiltration.

研究分野： ドラッグデリバリーシステム

キーワード： 細胞傷害性リンパ球　mRNA医薬　高分子ミセル　がん免疫療法　走化性制御
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研究成果の学術的意義や社会的意義
細胞傷害性リンパ球の腫瘍浸潤性を高めるためにケモカイン受容体を強制発現させる戦略は、固形がんの有望な
治療法に成り得る。本研究では、変異原性のないmRNAを用いることで、生体内のリンパ球にケモカイン受容体を
直接発現させる方法を提唱した。この方法は、養子細胞療法に伴う多大な費用・環境整備の回避、治療開始に要
する時間の短縮、過剰なサイトカイン放出に伴う有害事象の回避など経済的・臨床的に多くの利点がある。ま
た、mRNA内包高分子ミセルは、保存・輸送の容易さ、低毒性・低免疫原性、繰り返し投与が可能な点などの利点
があるほか、mRNAは配列を変えるだけで様々なケモカイン受容体の発現に対応でき、汎用性が高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
細胞傷害性リンパ球が十分に浸潤している腫瘍は、予後良好で、がん免疫療法が奏功しやすい

[1]。一方で、固形がんの多くは、細胞傷害性リンパ球の浸潤が少ないため、抗腫瘍免疫が機能
しにくく、予後が悪い[2]。細胞傷害性リンパ球の腫瘍への浸潤は、細胞傷害性リンパ球のケモ
カイン受容体が腫瘍から放出される特定のケモカインを認識することで誘導される[3]。したが
って、細胞傷害性リンパ球に対して、適切なケモカイン受容体を強制的に発現させることで、細
胞傷害性リンパ球の腫瘍浸潤性を高め、強力な抗腫瘍免疫を誘導できると期待される。これまで
に、キメラ抗原受容体（CAR）発現 T細胞（CAR-T）やナチュラルキラー細胞（CAR-NK）を用いた
養子細胞療法において、腫瘍が放出するインターロイキン 8（IL-8）を認識する CXCR1 または
CXCR2 受容体を提示させた CAR-T 細胞や CAR-NK 細胞は、腫瘍に対する移行性・浸潤性が著しく
高く、複数の悪性度が高い腫瘍に対して強力な抗腫瘍効果を示すことが実証されている[4,5]。
このような養子細胞療法は、幅広い臨床展開が期待されている一方で、1件あたり 5,000 万円以
上かかる経済的コスト、個々の患者からの細胞の単離や CAR 導入細胞の選択的増幅といった煩
雑かつ低効率な工程、サイトカイン放出症候群に代表される致命的な副作用など多くの課題が
あり、現在の状況では、がんの標準治療にはなり得ない[6]。 
養子細胞療法に伴う課題を解決する方法としては、生体内で直接的に細胞傷害性リンパ球に

ケモカイン受容体の遺伝子を導入する方法が考えられる。特に、伝令 RNA（mRNA）の利用は、ゲ
ノム DNA に対する変異挿入の心配がない点、タンパク質発現の一過性によりケモカイン受容体
の長期発現に伴うサイトカイン放出症候群などの有害事象の発生リスクが低減できる点[6]、細
胞傷害性リンパ球等の非分裂細胞に対して効率的に遺伝子導入できる点[7,8]などで、この目的
に適している。しかし、mRNA は生体内で速やかに酵素分解を受けるうえ、細胞にほとんど取り
込まれない。これに対して、ウイルスを用いて mRNA を導入する方法が存在するが、これは免疫
原性、発がん性、mRNA の塩基数の制限、生産の煩雑さに課題がある[9]。 
研究代表者は、ブロック共重合体の自己組織化により形成する高分子ミセルが、核酸の送達キ

ャリアとして有用であることを見出し、実用化研究を進めてきた[10]。高分子ミセルは、コアに
核酸を安定に封入できる一方で、シェルに生体適合性高分子を用いることで、血漿成分や細胞と
の非特異的な相互作用を抑制できる。また、高分子ミセルの粒径は 10～100 nm の範囲で任意に
調節できるため、リポソーム等の従来のキャリアに比べて格段に優れた組織浸透性を示し
[11,12]、体内のあらゆる細胞に薬物を送達する潜在性を有する。さらに、表面にリガンド分子
を搭載することで、あらゆる細胞を標的化することが可能である[13]。核酸としては、mRNA を
用いることもできる。実際、mRNA 内包高分子ミセルを開発し、生体内で任意のタンパク質を産
生させることができることに成功しているほか、膵臓がんやアルツハイマー病など多様な疾患
モデルで治療薬としての有効性を確認している[14,15]。このように、mRNA 内包ミセルを用いる
ことで、生体内で細胞傷害性リンパ球を効果的に作成することができると期待される。 
 
２．研究の目的 
細胞傷害性リンパ球にケモカイン受容体を発現させる mRNA 内包高分子ミセルを構築すること

で、腫瘍浸潤性に優れた細胞傷害性リンパ球を生体内 (in situ) で作成できる新しいがん免疫
療法を開発することを目的に研究を実施した。 
 
３．研究の方法 
（１）ケモカイン受容体をコードする mRNA の構築 
知財理由により、後日記載。 

 
（２）PEG－ポリカチオンブロック共重合体の合成 
知財理由により、後日記載。 

 
（３）mRNA 内包高分子ミセルの構築 
知財理由により、後日記載。 

 
（４）mRNA 内包高分子ミセルの物性評価 
知財理由により、後日記載。 

 
（５）初代培養リンパ球を用いた機能評価 
知財理由により、後日記載。 

 
（６）乳がんモデルを用いた機能評価 
知財理由により、後日記載。 

 



４．研究成果 
（１）ケモカイン受容体をコードする mRNA の構築 
知財理由により、後日記載。 

 
（２）PEG－ポリカチオンブロック共重合体の合成 
知財理由により、後日記載。 

 
（３）mRNA 内包高分子ミセルの構築 
知財理由により、後日記載。 

 
（４）mRNA 内包高分子ミセルの物性評価 
知財理由により、後日記載。 

 
（５）初代培養リンパ球を用いた機能評価 
知財理由により、後日記載。 

 
（６）乳がんモデルを用いた機能評価 
知財理由により、後日記載。 

 
（７）研究成果の総括 
 mRNA 内包高分子ミセルに対してリンパ球標的性能を実装することに成功し、皮下投与により
生体内のリンパ球に対してケモカイン受容体を強制発現させられることを示した。また、ケモカ
イン受容体を導入したリンパ球は、乳がん組織に集積することが確認されており、本戦略の有効
性が示された。がんの免疫微小環境の特性に応じて適切なケモカイン受容体を選択することで、
様々な固形がんに対して細胞傷害性リンパ球を機能させられる新規 mRNA 医薬の開発が可能にな
ると期待される。 
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Tatsuya
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〔学会発表〕　計53件（うち招待講演　29件／うち国際学会　21件）

2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

AACR Annual Meeting 2022（国際学会）

AACR Annual Meeting 2022（国際学会）

16th European Symposium on Controlled Drug Delivery (ESCDD2022)（招待講演）（国際学会）

International RB Memorial Conference on Translational Research in Medicine (TRIM-2022)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

M. Panagi, F. Mpekris, P. Chen, C. Voutouri, Y. Nakagawa, J. D. Martin, T. Hiroi, H. Hashimoto, G. Ishii, M. Kojima, K.
Kataoka, H. Cabral, T. Stylianopoulos

H. Cabral, P. Chen, K. Kakimi, K. Kataoka, T. Miyazaki, K. Nagaoka

K. Kataoka

K. Kataoka

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Superior effects of polymeric micelles in reprogramming tumor microenvironment and enhancing nano-immunotherapy

pH-activatable IL-12-loaded polymeric micelles safely enhance antitumor efficacy as monotherapy and in combination with
immune checkpoint inhibitors

Engineered nanosystems and nanocojugates with smart functionalities for targeted therapy of intractable diseases

Engineered nanosystems and nanocojugates with smart functionalities for targeted therapy of intractable diseases



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

九州大学先導物質化学研究所　特別講演会（招待講演）

日本技術士会化学部会iCONM見学会（招待講演）

第71回高分子学会年次大会

第71回高分子学会年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

片岡一則

片岡一則

持田祐希、T. Yang、X. Liu、喜納宏昭、H. Cabral、片岡一則

内藤瑞、茶谷洋行、張賢、藤加珠子、林光太朗、福島重人、山﨑裕一、片岡一則、宮田完二郎

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

高分子化学が拓くナノ医療イノベーション～体内で薬を運び、作り、操る分子技術の開発～

夢を形に！ナノテクノロジーで創る体内病院～あらゆる微小空間で生体機能をコントロールするナノマシンの開発～

悪性脳腫瘍を標的とするグルコース PEG 修飾免疫チェックポイント阻害剤の開発

１分子核酸医薬内包ユニットポリイオンコンプレックスの血中滞留性向上を指向したブロック共重合体のカチオン鎖長設計



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

7th JCA-AACR Special Joint Conference（国際学会）

第26回日本がん免疫学会総会

International Conference on Precision Nanomedicine in Theranostics & The 2022 Annual Meeting of Taiwan Nanomedicine Society
（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

持田祐希、T. Yang、X. Liu、喜納宏昭、H. Cabral、片岡一則

K. Kataoka

持田祐希、T. Yang、X. Liu、喜納宏昭、H. Cabral、片岡一則

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

有害事象の低減と神経膠腫の治療を目指した高分子修飾免疫チェックポイント阻害剤の開発

Engineered nanosystems and nanocojugates with smart functionalities for targeted therapy of intractable diseases

グルコースPEG化免疫チェックポイント阻害剤の開発とグリオーマ治療効果

Chemo-immunotherapy of nanomedicine and anti-PD-1 antibody for reprogramming tumor microenvironment to overcome anti-PD-1
antibody-resistance

 １．発表者名

 １．発表者名
H. Kinoh, H. Cabral, S. Quader, X. Liu, K. Kataoka

第38回日本DDS学会学術集会



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第71回高分子討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本核酸医薬学会第7回年会

内田智士、T. A. Tockary、S. Abbasi、正井三貴、片岡一則

内藤瑞、茶谷洋行、張賢、藤加珠子、林光太朗、福島重人、山崎裕一、片岡一則、宮田完二郎

K. Kataoka

持田祐希、T. Yang、X. Liu、喜納宏昭、H. Cabral、片岡一則

日本核酸医薬学会第7回年会

Retirement Symposium for Prof. Dr. Rudolf Zentel（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

アジュバント機能一体型2本側鎖mRNAを用いたがんワクチン

血中滞留性向上を目指した1分子siRNA内包ユニットポリイオンコンプレックスの設計

Engineered nanosystems and nanocojugates with smart functionalities for targeted therapy of intractable diseases

腫瘍内で活性化するPEG修飾抗体の開発と免疫チェックポイント阻害療法への応用

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第71回高分子討論会

International ENDOSCAPE Symposium（招待講演）（国際学会）

第82回日本癌学会学術総会

内藤瑞、茶谷洋行、張賢、藤加珠子、林光太朗、福島重人、片岡一則、宮田完二郎

K. Kataoka

S. Quader, K. Kataoka, X. Liu, H. Kinoh, H. Cabral

喜納宏昭、H. Cabral、S. Quader、劉学螢、片岡一則

第82回日本癌学会学術総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

1分子核酸内包ユニットポリイオンコンプレックスの血中滞留性向上を指向した分子設計

Smart polymeric nanosystems for gene and mRNA delivery

Nanotherapeutics as a platform for next generation precision medicine

Stromal disruption of nanomedicine overcome  Immunocheck point inhibitor and gemicitabine resistance in stroma-rich
pancreatic cancer

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

4th International Conference on Materials: Advanced and Emerging Materials (ICM 2022)（招待講演）（国際学会）

第17回ナノ・バイオメディカル学会大会

10th International mRNA Health Conference（国際学会）

 ３．学会等名

持田祐希、T. Yang、X. Liu、喜納宏昭、H. Cabral、片岡一則

S. Uchida, T. A. tockary, S. Abbasi, M. Masai, K. Kataoka

片岡一則

K. Kataoka

先端創薬科学講座セミナー 2023（公益財団法人薬学振興会）（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

脱離可能な抗体PEG化技術による免疫チェックポイント阻害剤の脳腫瘍標的化

Hybridizing antigen mRNA with short double-stranded RNA adjuvants for safe and efficient cancer vaccines

夢を形に：ナノテクノロジーで創る体内病院～身体におけるシンギュラリティ～

Engineered nanosystems and nanocojugates with smart functionalities for targeted therapy of intractable diseases

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 1st Inter-Academy Symposium on “Innovations and Future Directions in Medicinal Materials Research”（招待講演）（国際学
会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

国立医薬品食品衛生研究所（NIHS）特別講演会 (殿町♯25)（招待講演）

片岡一則

内田智士、T. A. Tockary、S. Abbasi、正井三貴、片岡一則

持田祐希、T. Yang、X. Liu、喜納宏昭、H. Cabral、片岡一則

K. Kataoka

第44回日本バイオマテリアル学会大会

第1回日本抗体学会設立記念学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ナノテクノロジーが拓く未来医療～体内で薬を運び、作り、操る分子技術の開発～

精密設計2本側鎖mRNAを基盤とした汎用的がんmRNAワクチンアジュバントの創製

有害事象の低減とグリオーマ免疫療法を可能にする抗体のグルコースPEG修飾技術

Engineered nanosystems and nanocojugates for smart therapy of intractable diseases

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Boehringer Ingelheim Nanocarrier Symposium 2023（招待講演）（国際学会）

UT-Stockholm Trio Workshop（招待講演）（国際学会）

日本薬学会第143年会

K. Kataoka

K. Kataoka

持田祐希、T. Yang、X. Liu、喜納宏昭、H. Cabral、片岡一則

持田祐希、T. Yang、X. Liu、喜納宏昭、H. Cabral、片岡一則

日本薬学会第142年会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Engineered nanosystems and nanocojugates with smart functionalities for targeted therapy of intractable diseases

Engineered nanosystems and nanocojugates with smart functionalities for targeted therapy of intractable diseases

脱離可能なPEG修飾技術を用いた脳腫瘍集積性抗PD-L1抗体の開発

神経膠腫の治療を目指したグルコース結合PEG化免疫チェックポイント阻害薬の開発

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Italy-Japan webinar on nanotechnology approaches for therapies and regenerative medicine（招待講演）（国際学会）

先端創薬科学講座セミナー2022（招待講演）

2021 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

片岡一則

K. Kataoka

K. Kataoka

K. Kataoka

18th International Symposium on Recent Advances in Drug Delivery Systems（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

夢を形に：ナノテクノロジーで創る体内病院～身体におけるシンギュラリティ～

Self-assembled supramolecular nanosystems for smart targeted therapy of cancer and brain diseases

Engineered nanosystems and nanoconjugates with smart functionalities for targeted therapy of intractable diseases

Engineered nanosystems and nanoconjugates with smart functionalities for targeted therapy of intractable diseases

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Materials Research Meeting 2021（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第10回世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）サイエンスシンポジウム「未来へ向かうNano World」（招待講演）

片岡一則

P. Chen, W. Yang, K. Igarashi, T. Hong, K. Kataoka, H. Cabral

W. Paraiso, S. Quader, K. Hayashi, K. Toh, S. Fukushima, K. Kataoka

K. Kataoka

Materials Research Meeting 2021（国際学会）

Materials Research Meeting 2021（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

夢を形に！ナノテクノロジーで創る体内病院～あらゆる微小空間で生体機能をコントロールするナノマシンの創製～

Enhanced cancer immunotherapy by tumor-targeted interleukin-12-loaded polymeric micelles

A novel neomycin-based polymer for siRNA delivery

Self-assembled supramolecular nanosystems from engineered block copolymers for targeted therapy of cancer and brain diseases

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conference on Functional Polymer Synthesis（招待講演）（国際学会）

The Leader Lecture at Department of Chemistry of Seoul National University（招待講演）

遺伝子・デリバリー研究会第20回シンポジウム（招待講演）

K. Kataoka

K. Kataoka

片岡一則

K. Kataoka

Nature Conference “Bio-Inspired Nanomaterials”（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Self-assembled supramolecular nanosystems for targeted therapy of intractable diseases

Self-assembled supramolecular nanosystems from engineered block copolymers for targeted therapy of intractable diseases

ナノテクノロジーが拓く未来医療　～体内で薬を運び、作り、操る分子技術の開発～

Self-assembled supramolecular nanosystems for targeted therapy of intractable diseases

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第31回神戸ポートアイランド創薬フォーラムセミナー（招待講演）

第70回高分子討論会

4th GLowing Polymer Symposium in KANTO (GPS-K2021)（招待講演）

 ３．学会等名

茶谷洋行、内藤瑞、張賢、藤加珠子、B. -S. Kim、H. -J. Kim、林光太朗、福島重人、片岡一則、宮田完二郎

K. Kataoka

H. Kinoh, H. Cabral, S. Quader, K. Kataoka

片岡一則

第80回日本癌学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

1分子核酸内包キャリアの血中滞留性向上を指向したブロック共重合体の精密設計

Self-assembled supramolecular nanosystems from engineered block copolymers for targeted therapy of intractable diseases

悪性脳腫瘍（グリオブラストーマ）に対する免疫チェックポイント阻害剤の効果を飛躍的に高めるナノDDSを用いた化学免疫療法

夢を形に！ナノテクノロジーで創る体内病院～体内で薬を運び、作り、操る分子技術の開発～

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第25回日本がん分子標的治療学会学術集会（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第50回医用高分子シンポジウム（招待講演）

片岡一則

K. Kataoka

秋永士朗、片岡一則

片岡一則

The 13th International Symposium on Polyelectrolytes (ISP2021)（招待講演）（国際学会）

第25回日本がん分子標的治療学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

高分子が拓く未来の医療～体内で薬を運び、作り、操る分子技術の開発～

Polyion complex micelles and vesicles in nanomedicine applications

脂質ナノ粒子に代わる新規ナノマシン・YBC ポリマーを用いた siRNA/ASO の研究開発 .

核酸医薬デリバリーのためのナノDDS設計

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

〔図書〕　計0件

〔出願〕　計2件

 国内・外国の別
2022年 外国

 国内・外国の別
2021年 国内

〔取得〕　計0件

〔その他〕

－

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

持田　祐希

(Mochida Yuki)

(60739134)

公益財団法人川崎市産業振興財団（ナノ医療イノベーション
センター）・ナノ医療イノベーションセンター・副主幹研究
員

(82731)

研
究
分
担
者

Ｃａｂｒａｌ　Ｈｏｒａｃｉｏ

(Cabral Horacio)

(10533911)

東京大学・大学院工学系研究科（工学部）・准教授

(12601)

特許、特願2021-79655

 出願年

 出願年

片岡一則、ヤンタ
オ、持田祐希、安楽
泰孝、他

片岡一則、ヤンタ
オ、持田祐希、安楽
泰孝、他

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

川崎市産業振興
財団、東京大学

抗原への結合親和性を低減させた抗体

抗原への結合親和性を低減させた抗体

 産業財産権の種類、番号

 産業財産権の種類、番号

特許、PCT/JP2022/19622

 ２．発表標題

 発明者

 発明者

 産業財産権の名称

 産業財産権の名称

 権利者

 権利者

川崎市産業振興
財団

Terasaki Talks at Terasaki Institute for Biomedical Innovation（招待講演）
 ３．学会等名

K. Kataoka
 １．発表者名

 ４．発表年

Self-assembled supramolecular nanosystems for targeted therapy of intractable diseases


